












た。今回、笠井は Cys6と Cys127間の S-S結合だけを 1本保持する 1SS[6-127] 変異体（今後 1SS-1
変異体と呼ぶ）を作製し、その部分秩序構造を探る研究を行った。129 残基から成るリゾチーム
において、タンパク質主鎖のちょうど N末端と C末端をつないだ形をとっている。 
ヘリックス含量の指標となる far-UV CDスペクトルのモル楕円率 [θ]220 は、水溶液中で1SS-1













ミノ酸残基の領域で P.F.値が 100 程度に増大することが分かった。その領域は、S-S 結合の位置
から予想される Aヘリックスや C末端の 310ヘリックス領域ばかりでなく、Bヘリックスやβ3ス
トランド領域に及ぶことが分かった。この実験結果は、Cys6-Cys127という S-S結合が存在する場
合、グリセロール添加によって誘導された 2 次構造間の空間的相互作用が生まれて、誘導された
ヘリックス構造の安定性が特定のアミノ酸領域で増強されたということ示している。グリセロー
ルが存在しない場合でも、ほぼ無秩序鎖の状態とはいえ、1SS 変異体間の残留構造の相違は存在
していて、グリセロール添加がその潜在的な相違を顕在化させたと考えている。 
